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第
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国
家
お
よ
び
法

の
秩
序
に
お
け
る
基
本
権

の
機
能

1
.
個
人
と
国
家
の
間
の
緊
張

の
場
に
お
け
る
基
本
権

1ジ

一
.

　

'

5

.

6

.
人
類
学
的
根
拠
づ
け

法

の
前
提
で
あ
り
創
造
物
で
あ
る
も
の
と
し

て
の
基
本
権

中
心
的
な
基
本
権

に
か
ん
す
る
諸
問
題

政
治
の
ヂ
段

で
あ
り
目
的
で
あ
る
も
の
と
し

て
の
基
本
権

客
観
的
原
則

で
あ
り
ド
観
的
権
利
で
あ
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の
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し
て
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基
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権
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H
.
基
本

権

理
論

の
た
め

の
推
論

1
.
基

本

権

の
防
　

;_
'
(d
efe
n
s
iv
)
理

解
と
構

成

的

(評
9
尻
titu
ti<
)
理
解

2
.
右

.

.
つ
の
理
解

の
位

置
付

け
と
境

界

3
.
「制

度
的

一
(
-in
s二
ε
二
9
日O
=
・・)
基
本
権

理
解

の
概

念

に

つ
い

て

m
.
国
・家

の
構
成

的
要
素

と

し

て
の
基
本

権

民

益
的
法

秩
序

の
必
須
物

1
.
国
家

の
構

成
的

.要
素

2

.
基

本

権

の
再
構
成

の

憲

法

制
定

者

に
よ

る
も

の

ω

辿

邦

裁
判

所

に
よ

る
も

の

　

'

rldlcc)hb)as

(以
ヒ

、

本
誌

L

O
日ヴ
)

民
r
的

・
法
治
国
家
的
お
よ
び
連
邦
国
家
的
秩
序
の
必
須
物
の
番
人
と
し
て
の
連
邦
裁
判
所

.不
文
の
基
本
権
の
肯
認

連
邦
憲
法
第
四
条

の
極
限
ま
で
の
援
川

連
邦
憲
法
の
不
文

の
基
本
権
と
連
邦
憲
法

.

権
利
実
現
の
過
程
に
お
け
る
基
本
権
の
機
能

e)(1)c)1-))LI)

.
.
..条

の

い

う

-
憲

法

L

の

権

利

-

の
概

念

経
済
的
陛
政
治
的
領
域

に
お
け
る
航
法

の
事
前
形
成

L琉
法

の
正
式
の
手
続

個
別
喉
案
毎
の
決
定

の
千
続

内
容

の
統
制

諸

々
の
手
続
段
階
の
相
関
的
作
川

4

.
少

数
者

の
保
護

5

.
ス
イ

ス
に
お
け

る
基
本

権

の
、

ω

連

邦

国
家

の
統
合

m

経

済
制

度

の
保
障

第

.
章

基
本

権

の
実

現

1
.
基
本

権

を
具
体

化

す
る

必
要
性

そ
の
他

の
特
殊
な
機
能
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n
.
基
本

権

の
部

分
的

内
容

1

.
基
本

権

の
、
直

接
的

請
求

の
根
拠

と

な
る
内
容

2

.
プ

ロ
グ

ラ
ム

S
}

(p
i・o
g
i・a
m
m
a
tis
ch
e
S
ch
ich
t
)

3

.
単
純

な
法

適

川

の
際

の
基

本

権

の
側
而

防
　
　

(fla
n
k
ie
ren
d
)
作

川

田
.
様

々
な
基
本

権
内

容

の
国
家

機

関

へ
の
配

;:

(7
u
o
rd
n
u
n
g
)

1
.
課

題

ー

適
切
な
機
関
の
決
定

2

.
疏

去

者

噺≧

3

.
執

政

(
R
e
g
ie
i・u
n
g
)
と
行

政

(　
'e
r・w
・a
lt
u
n
g
)

4

胸

郵

馳

イ

付
説

.
権
限

あ
る
国

家
機

関

の
決
定

に
か

ん
す
る
事

例

と
し

て

の
ス
イ

ス
基
本

権
判

例

の
歴

史

W
.
基
本

権

に
も
と

つ
く
給

付
請

求

権

(L
e
is
ε

=
αq
s
a
n
s
嗣と
-u
ch
)
1

社

会
的

基
本

権

1

.
問

題

2

.
連

邦
裁
判

所

の
判
例

3

.
連

邦
裁
判

所
判

例

の
分

析

4

司

法
審
査

適
合

性

>
・
　
=;r??　
　

(　
'er
fa
ss
u
n
g
s
k
o
n
fo
r・m
e
A
u
sleg
u
n
g
)

勘

塁

2

.
連
邦

裁
判

所

の
憲
法

裁
判

権

に
お

け
る
意

義

ω

邦
法

令

に
対
す

る
抽

象
的

規
範

統
制

ω

邦

の
個
別

的
行

為

に
対

す
る
審

査

e)d)c)b)a

警
察

の
保
護
義
務

公
的
根
拠

の
援
川

給
付

の
性
格
を
も

っ
た
手
続
的
保
障

.平
等
処
遇

の
命
令
に
淵
源
す
る
給
付
請
求
権

拘
留
法

(}肖
90
hけ憎
er
h
t
)
に
お
け
る
給
付

〔判
定
〕
の
決
定
的
基
準

(
以
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、

本

誌

.
L

..
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)

(以
L

、
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.
L

四
号
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の

連
邦

法
律

の
合
憲

解
釈

(以
L

、

本

誌

し

κ
号
)

付
説

.
適
川
事

案

に
お

け
る
連

邦
参

事
会

命
令

の
審

査

3
.
憲

法

に
適
合

す

る
裁
最

権
行

使

(E
門
m
e
sse
n
s
a
u
s
iih
u
n
g
)

刷
.
基
本

権

の
第

...者
効

力

1
.
問

題

2
.
第

...者

効

力
説

の
論
拠

3
.
基

本

権

の
第

...者

効
力

の
原

則
的

承
認

ω

学

説

と

?法

(D
o
k
trin
a
n
d
1'er
l・a
ss
tu
lg
s
i・e
ch
t
)

の

連

邦
裁

判
所

の
判

例

4
.
私

法

に
お

け
る
基

本
権

の
適

川
状

.r

(A
n
w
e
n
d
u
n
g
s
m
o
d
a
lita
t
)

の

直

接
的

第

...者
効

力
か

間
接

的
第

...者

効
:

か

(d
ir
ek
te
o
d
o
r
in
d
ire
k
te
D
r
itt
　二
rk
tu
zg
)?

m

区

別

す

べ
き
必
要

性

の

第

...者

効
力

理
論

と
基

本
権

の
部

分
的

内
容

(
以
L

、
本

誌
本

号
)

第

...章

基
本

権

の
妥
当

領
域

に

つ
い
て

ー
.
妥
当

領
域

の
決

定

1

.
方

法
論

的
注

記

2

,
人

的
妥

当
領

域

の
確
定

各

論

n
.
基
本

権
制

約

の
問
題

と

の
関
連

第
四

章

基
本

権

の
制
約

ー
.
法
律

ヒ

の
根
拠

1
.
法

律
と

基
本

権

の
問

の
同

.
化
傾
向

(ス
o
ロ
く
零
σq
en
z
)
と
衝
突

2
.
基

本
権

制
約

の
た

め

の
前

提

と
し

て

の
法
律

副

基

本
権

制
約

の
際

の
法
律

の
位

置

付
け

ω

法

律

の
根
拠

の
要
請

の

個

別
嘱

例
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㎞

特

別

の
法

律
関

係

め

警

察
的

.
般
条

.項

引

説

・
貫

㌣

去

イ

ー

-

済ー

騨ツー

の

法

律
ヒ

の
根
拠

の
要

求

に
か

ん
す

る
連
邦
裁

判
所

の
そ

の
他

の
国
法

裁
判

の
基

本
権

関
係

(Ciru
n
d
re
ch
tsb
ez
iigq
。
)

囲

袋

の
原
則

㎞

連

邦
憲

法

第
四

条

の
分
野

に
お

け

る
合

法
性

の
原

理

㏄

・詮

佃
甲

3
。
基
本
・権
保

障

の
た

め

の
法

律

の
機

能

へ
の
期
待

　d)c・) b)a

法
律

へ
の
伝
統
的
な
期
待

.平
等

に
処
遇
す
る
法
律

の
白
由
保
障
機
能

の
喪
失

個
別
事
例
毎

の
正
義
に
か
ん
す
る
法
律
的
規
律

の
.不
可
能
性

判
決

の
正
確
さ
の
た
め

の
最
簿
の
保
障
を
と
も
な

っ
た
fr
続

n
.
公
共

の
利
益

と

比
例

原
則

1
.
基
本

問
題

11
利
益

衡
敏

2
.
利
益

衡
硅

の
方
法

3
.
公
共

の
利

益

の
決

定

d)c)h)a)

社
会

の
変
化
を
背
景
と
し
た
連
邦
裁
判
所
判
例
の
展
開

公
共
の
利
益
を
決
定
す
る
ア
続
と
基
準

「
公
共

の
利
益
」
概
念

の
.不
卜
分
さ

妥
当
す
る
侵
害
利
益
の
質

の
審
査

4
.
比
例
原
則

の

客
観
的
内
容

の

行
政
法
に
お
け
る
比
例
原
則
の
部
分
内
容

の

基
本
権
侵
害
の
審
査
の
際

の
比
例
原
則

翻

出
発
点

11
基
本
権
の
保
護
領
域
の
関
係
性

X
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洞

基
本
権

の
比
例
原
則
審
査
の
特
殊
性

酬

人
的
関
係
の
懸

即

そ
れ
自
体
は
合
憲
的
な
規
範

の
適
川
の
際
の
比
例
原
則
の
審
査

曲

比
例
原
則
と
裁
硫

の

特
別

の
基
本
法
と
し
て
の
比
例
原
則
?

油

連
邦
裁
判
所

の
判
例

山

基
本
権

の
時
宜
に
叶

っ
た
性
格
か
ら
出
る
疑
念

酬

・
般
的
比
例
原
則

の
原
理

に
よ
る
奪

心禁
止

の
限
界
付
け

m

付

言

11
人
格

的
白

由

と

の
関
係

田
.
核

心
的

内
容

1
.
核

心
的
内

容

の
保
障

の
機
能

の

歴
史

的
視

点

ω

疏
法

の
制

約

の

判
決

の
制

約

2
.
核

心
的
内

容

の
確
定

aー

判
決

の
展

開
指

針

ω

核

心
的
内

容

の
確
定

に

つ
い

て
の
方
法

の

核

心
的
内

容

の
確
定

に
対
す

る
国

際
法

の
影

響

,

.-P

り

1

茎

ダ

,

f

3
.
核

心
的
内

容

の
保
障

と

い
う

開
か

れ
た

問
題

第

.κ
壁

基

本
権

の
競

合

1
.
hr

論
　

n
.
競

合
川

.題
解

決

の
不
.司
避

性

1
.
基
本

権

の
多
様

な
機

能

2
.
基
本

権

の
多
様

な
制

約

可
能
性

.

.
八

(

-
,
..

6

)
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3
.
時

効

の
適

川
を
受

け

ず
か

つ
.不
可

譲

の
基

本
権

皿
.
課
題

11
紛
争

の
中

に
具

体
的

に
存
在

し

て
い
る
諸

利
益

の
分

析
と

評
価

1
.
具
体

的

な
紛
争

局
面

の
関
連

r

(R
ele
v
a
n
z
)

2
.
す

べ

て
の
関
連

あ

る
基

本

権
内
容

へ
の
顧
慮

W
.
と

く

に
連
邦

憲
法
第

四
条

の

・
他

の
基
本

権

と

の
関
係

に

つ
い

て

第

六
章

人

権

の
国
際

法
的

保
障

と

そ
の
辿
邦

憲

法
L

の
基

本
権

と

の
関
係

1
.
国
際

法

に
お
け

る
人

権

1
.
国
際

的
次

元

で
の
人

権

の
法

典
化

2
.
国
際

法
的

人
権
保

障

の
固
存

性

H
。
ス
イ

ス

に
お
け

る
国
際
法

的
人

権
保

障

の
妥
当

陸

1
.
判

決

に
か
ん
し

て

2
.
航

法

に
か

ん
し

て

3
.
外

交

政
策

に
お

い

て

皿
.
連
邦

憲

法

の
基
本
権

と
欧

州
人

権
保

護
　
E
:,

(E
ζ

R
K
)

S
A

S
関

係

1
.
欧

州

人
権

保
護
条

約

の
憲
法

水
準

2
.
欧

州

人
権

保
護
条

約

の
保
障

と
連

邦
憲

法

の
基
本

権
と

の

一
致
?

3
.
連

邦
憲

法

と
欧
州

人
権

保
護

条
約

が
同

時

に
援

川
さ
れ

た
場

合

に
連
邦
裁

判
所

の
執

る

べ
き
措

置

卜
」

糞

f

¢

事
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索

引
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2
.
連
邦
裁
判
所
の
憲
法
裁
判
権
に
お
け
る
意
義

の

連
邦
法
律
の
合
憲
解
釈

(承
前
)

付
説
ー

適
用
事
案
に
お
け
る
連
邦
参
事
会
命
令
の
審
査

連

邦

参

事

会

命

令

が

違

憲

と

判

断

さ

れ

た

場

合

、

連

邦

裁

判

所

は

、

当

該

連

邦

参

肇

会

命

令

に

も

と

つ

い

て

な

さ

れ

た

高

権

行

為

(H
o
h
e
itsa
k
t
)

を
、

個

別

事

案

に

お

い

て

取

消

す

る

こ

と

が

で
き

る
。

し

か

し

な

が

ら
、

白

立

的

N
な

い

(u
n
s
e
lb
st
a
n
d
ig
)、

つ
ま

り

連

邦

法

律

ま

た

は

一
般

拘

束

的

連

邦

決

議

の
委

任

に
も

と

つ

く

命

令

の
場

合

に
は

、

連

邦

憲

法

一

一
...条

...項

と

の
関

係

に

お

け

る
問

題

が

生

ず

る
。

つ
ま

り

、

右

の

命

令

の

合

憲

性

に

つ

い

て

制

限

を

受

け

る

こ

と

な

く

審

査

で

き

る

と

す

れ

ば

、

連

邦

憲

法

.

一
...条

...項

が

、

と

り

わ

け
憲

法

逸

脱

(V
e
r
fa
s
s
u
n
g
s
a
b
w
e
ic
h
u
n
g
)

が

そ

の
原

因

(
¢
諺

肩

巷

㈹
)

を

す

で

に
法

律

の
中

に
も

っ
て

い
る

場

合

に
は

、

間

接

的

に
侵

害

さ

れ

る

こ
と

に

な

る
。

そ
れ

ゆ

え
、

連

邦

裁

判

所

は

、

当

該

委

任

規

範

が

連

邦

裁

判

所

に
憲

法

か

ら
逸

脱

す

る
権

限

を

付

与

し

て

い
る

の

か

ど

う

か

、

ま

た

そ

れ

ゆ

え
、

憲

法

侵

害

が
連

邦

立

法

者

に

よ

っ
て

い

わ

ば

「
覆

い
隠

さ

れ

」

(
穴σq
Φ
α
零
ぎ

》
)

て

い

る

の
か

ど

う

か

に

、

決

定

的

に
焦

点

を
合

わ

せ

て

い

る

(a
b
st
elle
n
)

S

で
あ

る
。

連

邦

裁

判

所

が

、

連

邦

立

法

者

は

憲

法

を

尊

重

し

よ

う

と

し

て
き

た

の
だ

と

の
仮

定

(V
e
r
m
u
tu
n
gq
)

か

ら

出

発

し

て

い

る
た

め
、

問

題

の

(in

Z
w
e
ife
l)

NEB(任

規

範

に

つ

い

て
は

合

憲

解

釈

が

施

さ

れ

な

け

れ

ば

な

ら

な

い
。

右

の

よ

う

な
意

味

に
お

い

て

、

連

邦

裁

判

所

は

、

即

時

に
食

す

る
肉

製

品

(
た

と

え

ば
、

ホ

ッ
ト

・
ド

ッ
グ

、

ハ
ン
バ

ー
ガ

ー

)

の

手

渡

し

の
小

売

り

(H
a
n
d
ve
r
k
a
u
f
)

6

。
定

S
方

式

に

つ
い

て

の

一
般

的

禁

止

を

含

む

連

邦

食
肉

検

査

令

(Φ己
σq
°
F
le
is
c
h
s
ch
a
u
v
e
r
o
i°d
n
u
n
g
)

L

=

条

斤

項

を
、

取

引

お

よ

び
営

業

の

白

山

を

比

例

原

則

に
反

し

て
侵

害

す

る
も

の

で

あ

り

、

し

た

が

っ
て
適

用

さ

れ

え

な

い
も

の

で
あ

る
と

し

た

。

反

面

、

食

料

品

警

察

(L
e
b
e
n
sm

itt
elp
o
lize
i)

に
か

ん

す

る

連

邦

法

律

は
、

憲

法

違

反

を
も

た

ら

す

い

か

な

る
要

因

を

も

含

ん

で

い
な

い
も

の

で
あ

っ
た
。
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3
.
憲

法

に
適

合

す

る

裁

最

権

行

使

(
寧

、ヨ
Φ
ω
s
e
n
s
a
u
s
u
b
u
n
gq
)

諸

々
の
生

活
領

域

が

。
般

的

抽
象

的
な

規
律

(g
en
e
t°e
ll-a
b
s
t
t°a
k
t
e
7
o
r
m
ie
t・u
n
g
)

に
適

し

て
い
る

程
度

は
、

す

べ
て
同

一
で
あ

る

と

は

い
え

な

い
。

つ
ま

り
、

硬
直

し
た
法
律

規
定

、

あ

る

い
は
行
政

内
部

の
規
定

に

つ
い

て
も

そ
れ

を
断

念
す

る

こ
と
、

お

よ
び
個

別
事
案

の
状

況

に
適

し
た

決
定

を

可
能

に
す

る

こ
と

は
、

ま
さ

に
、

一
定

の
事

物

領
域

(
S
a
c
h
g
e
b
ie
t
)

に
お

け

る
個

別

化

さ
れ

る
正
義

の
利
益

の

中

に
口旺
.小
さ

れ

う

る

も

の

で
あ

る

。

そ

う

し

た
事

案

に
あ

っ
て

は
、

事

情

に
よ

っ
て

は
、

考

慮

に
値

す

る

裁

量

権

行

使

の
余

地

(
E
r
m
e
s
s
e
n
s
s
p
ie
lr
a
u
m
)

が

、

法

適

川
者

に
残

さ

れ

て

い
る

。

ま

さ

に
、

こ
の
場

合

、

要
求

(F
o
rd
e
i・u
n
g
)

6
実

際

的

な
重

要

性

(
R
e
lev
a
n
z
)

が
証

明
さ

れ

た
と

き

に
は
、

あ

ら
ゆ

る
国
家

機

関

は
、
基

本
権

を
考

慮

す

る

こ
と

を
常

に
義

務

づ
け

ら
れ

て

い
る
。
人

は
、

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

行
政
法
L
の
裁
量
権
行
使
の
余
地
を
開
い
て
お
く
こ
と
と
、
ま
さ
に
、
法
適
川
官
庁
が
恥
わ
権
0
瀞
原
貯
を
尚
接
験
慮
か
を
ひ
ど

ヘ

ヘ

ヘ

へ

(B
ea
c
h
t
u
n
g
)

へ
の

訴

え

(ム
b
聴

N、)

と

み

な

す

こ
と

が

で

き

る

。

恣

意

禁

止

は

、

決

し

て

、

正

統

の

(
一①

σq
凶江
ヨ

)

裁

縫

権

行

使

に

対

す

る

唯

.
の
制

限

で

は

な

い

の

で

あ

る
。

78

Lfi6

公

共

の
地

所

(G
r
u
n
d

a
n
d
B
o
d
en
)

S
処

分

の
問

題

が

、

↓
つ

の
事

例

を
提

供

し

て

い

る

。

競

争

の
中

に
置

か

れ

て

い

る
使

用

利
益

(Ω
Φ
-

b
i-a
u
c
h
s
in
t
e
r
e
s
s
e
n
)

5

数

々

の

も

の

ー

公

的

お

よ

び

私

的

交

通

、

保

養

(
E
r
h
o
l
u
n
g
)
、

営

業

、

ビ

ラ

散

布

(
F
l
u
g
b
la
t
t
v
e
r
t
e
il
u
n
g
)
、

ア

モ

ノ

く

ト

レ

　

ノ

ロ

ノ

集

団

.小
威

行

進

等

々
が

そ

れ

で
あ

る

ー

お

よ

び

そ

れ

ら

の
も

の

の

・
個

々

の
事

案

"

お

け

K
a
調

整

(K
o
o
r
d
in
a
t
io
n
)

S
不

可

欠

性

は
、

硬

直

 し

た
規
制

を
排
除
す

る
の
で
あ

っ
て
、

そ
れ

は
、

こ
の
不
可
欠
さ

が
財
産

の
考
z量

(G
u
t

er
a
b
w
a
g
u
n
g
)
に
不

可
欠

な
手
続
を
切
り

つ
め

て
し
ま

う
か
ら

で
あ

る
。

こ
の
財
産

の
考
量

へ
の
要
求

に

つ
い
て
、
連
邦
裁
判
所
は
、
次
の
よ
う
な
形

で
定
式
化

し
て
い
る
。

ヨ

ル

ク

・
パ

ウ

ル

・
ミ

ュ
ラ

i

『
ス
イ

ス
基

本

権

原

論

」

(L

)

1
"

(
　

)



ご

.
亀
.
噛

(
【
'
61

)

「
公

の
上
地

に
か

ん
し
て
管
理
と
処
分

の
権
限
を
有
し

て
い
る
官
庁

は
、
或
る
地
位

(S
t
a
n
d
)
に

つ
い
て
の
許
可
を
付
与

す

る
決
定
を
す

る
際

に
、
警
察
的
な
危
険
防
止

と

い
う
観
点
と
並
ん

で
、
他

の
公
的
利
益
を
も
顧
慮
す
る

こ
と
が

で
き
る

の
で
あ
る
が
、

つ
ま
り

そ
れ

は
、
国
民
全
体

(
A
llg
e
m
e
in
h
e
it
)

S
利
益

お
よ
び
近
隣
住
民

の
利
益

の
中

に
存
在

す
る
公
的
設
備

(〉
巳
p
究

)

の
合
日
的
的

な
利
川

に
か

ん
す
る
公
的
利
益

で
あ
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
そ
の
際
に
、
官

庁
は
、
恣
意
禁

止
と
法
的
.平
等

の
原
則
と

の
み
に
拘
束
さ
れ

て
い
る
わ
け

で
は
な

い

官
庁

は
、
右

に
と
ど
ま
る

こ
と
な
く
、
白

由
権

の
特

別
な
理
念
的
内
容

を

f

そ

の
行
使
が
間
題

に
な
る
場
合

に
は

1

利
益
衡
最

の
中

に
算
人
し
な
け
れ

ば

な

ら

な

い

の

で
あ

る

・…

:
。

し

た

が

っ
て
、

官

庁

は
、

矛
盾

す

る

(en
t
g
e
gq
e
n
s
te
h
en
d
)

諸

利

益

を

、

客

観

的

な
観

点

か

ら

、

相

対

㍍

さ

せ

N

(g
e
g
e
n
e
in
a
n
d
e
r
)
衡

量

し

な

け

れ

ば

な

ら

ず

、

ま

た

そ

の
際

に
、

正

統

の
必

要
性

、

つ
ま

り
公

共

性

へ
の
要

求

-x

=
E

C
A
p
p
e
llw
ir
k
u
n
g
)

を

伴

な

c
た

y
≪

(V
e
ra
n
sta
ltu
n
g
)

を

貫

　

す

る

(d
u
rc
h
fu
h
r
e
n
)

こ
と

が

で
き

る

の

で

な

け

れ

ば

な

ら

ず

、

ま

た

そ

れ

を

相
応

に

顧
慮

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い
。

請

願

さ

れ

た

(β
胃

げ
σq
Φ゚。
二
〇耳

)

実

施

に

よ

っ
て
宣

伝

活
動

を

さ

れ

る

べ
き

解

釈

(〉
⊆
庸
p。
°。
ωニ
ロ
㎎
)

が

、

管

轄

権

の

あ

る
官

庁

に
、

多

か

れ

少

な

か
れ

、

価

値

が

あ
り

な

い

し

は
重

要

な

そ

の
も

の
と

み

な

さ

れ

る

か

ど

う

か

は

、

中

請

に

つ
い

て

の
判

定

に
と

っ
て

決

定

的

要

素

N

は

(m

a
s
sg
e
b
e
n
d
)

あ

り

え

な

い

:
・:
・。

し
か

し

な

が

ら

、

空

間

的

に
制

約

さ

れ

て

い

る
公

共

の
」

地

の
利

用

に

か

ん

す

る

・
過
度

に
厳

格

で
前

以

て
定

疏

さ

れ

て

い

る

規

則

が

問
題

な

く

(o
h
n
e
w
e
it
e
re
s
)

理

性

的
解

決

を

保

障

し

た

も

の

で
な

い

こ
と

は
、

事

物

の
性
格

(Z
讐

ξ

ユ
興

QQ
胃

ゲ
Φ
)

の
中

に
あ

る

事

柄

で
あ

る
。

…

…

或

る
柔

軟

な
許

可

判

例

は

、

申

請

者

が

申

請

を

し

た

場

合

そ

の
利

益

と
.不

可

避
的

に

矛
盾

す

る

ほ

か

な

い
も

の

で
は

な

い
。

む

し

ろ

、
許

可
行

政

=_,

(B
e
w
illg
u
n
g
s
b
e
h
o
r
d
e
)

の
側

か

ら

の

.
定

の
顧

慮

は

、

短

期

間

設

立

さ

れ

る
施

設

の

た

め

に
す

る

空

間

の

留

保

(即
餌
⊆
ヨ
箒
ω
Φ
署
Φ
)

が

右

の
顧

慮

に

よ

っ
て
形

成

さ

れ

う

る

場

合

に

は
、

利

用

者

の
利

益

を

は

か

っ
て

な

さ

れ

う

る

の

で

あ

る
。

本

質

的

な

の
は

、

と

り

わ

け
、

可
能

性

の
領

域

の
中

に

あ

る

申

請

者

が

す

べ

て
等

し

く

遇

さ

れ

る

こ

と

で
あ

り

、

ま

た

、

と

り

わ

け

て
、

よ

り

小

さ

な

集

団

に

つ
い

て
も

、

〔
そ

の
〕

公

的

理

由

に
も

と

つ

く
振

舞

い

(
A
u
ft
re
te
n

a
u
f
d
e
m

o
ffe
n
tlic
h
en

G
r
u
n
d
)

が
、

白

発

的

な
知

ら

れ

ざ

る

方

法

や

ま

た

客

観
的

な

ら
ざ

る
動

機

に
よ

っ
て

で
な

く

妨

げ

ら
れ

る

こ
と

で

あ

る
。
」
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W
.
基
本
権
の
第
三
者
効
力

1

.
問

題

国
家

に
よ

る
侵
害

だ

け

で
な
く
、

社

会
的

な

・
な

い
し

利
益

団
体
的

な

〔存

在

の
す

る
)

(s
o
z
ia
l
a
n
d
g
e
s
e
lls
ch
a
ft
lic
h
)
権

限

濫

川

(
M
a
ch
t
a
u
s
iib
u
n
g
)

も
、

個

人

の

・
基

本

権

に
お

い

て
保
障

さ

れ
た

地
位

を

侵
害

す

る

こ
と

が

あ

る
。
第

.一.者
効

力

の
理

論

は

、

そ

れ

で
、

次

の
よ

う

に

い
う

基

本

権

の
規

範
的

妥
当

性

(n
o
r
m
a
tiv
e
G
e
lt
u
n
g
)

は
、

市
民

と

国
家

の
間

の
垂

直
的

な

関

係

に
汲

み

尽

さ

れ

る
も

の
で

は
な
く
、

私

人

同
L

の
間

の
水

平

的
法

関
係

を

も
包
含

す

る
も

の

で
あ
る
、

と
。

何

が

し
か

不
運

な

(
u
n
g
liic
k
lich
)
概

念

で
あ

る

「
第

..者

効
力

」

は
、

そ
れ

ゆ

え
、

国
家

だ
け

で
な

く
私
人

も
、

そ

の
行

為

が
他

の
私
人

の
自

由

お

よ
び
展

開

(
E
n
t
fa
lt
u
n
g
)

に
関

係
す

る

(
ta
n
g
ie
r
e
n
)

と
き

に
は
、

基
本

権

を
尊
重

し

な
け

れ
ば

な

ら
な

い
で
あ

る
。
基

本

権

の
第

...者
効

力

が
ど

の
よ

う

に
根
拠

づ
け

ら
れ

、
ま

た
実
現

さ
れ

う

る

の
か
は
、

以
ド

に
叙

述
さ

れ

る
。

180
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2

.
第

、'.者

効

力

説

の
論

拠

基
本

権

の
妥

当
性

を

水
平

的

関
係

に
お

い

て
も
現

出
さ

せ

よ
う

と
す

る

関
心

(A
n
lieg
en
)

は
、

そ

の
出

所

を
、

一
面

で

は
、

国

家
外

の
権
力

集
中

を
抑

止

し
ま
た
基

本

権
地

位

へ
の
私

人

に
よ

る
侵

害
を

防
御

す
る

必
要

性

(不

可
避

性

)

へ
の
洞
察

の
中

に
、

他

面

で
は
、
基

本

権
を

法
秩
序

全
体

の
た

め

の
庇

護
的

な

(u
b
e
r
d
a
c
h
e
n
d
)

構
成
原

理

(Ω
①
ω
鼠
犀
⊆
昌

σq
ω
鷲

言
N
甘
)

と
し

て
理
解

す

る
よ

う
な

〔近
年

に
〕

変

容
を

遂

げ
た
基

本
権

理
解

の
中

に
見

出
す
。

ヨ
ル

ク

・
バ
ウ

ル

:

・・
ユ
ラ

ー

「
ス
イ

ス
基

本

権

原

論

」

(
し

)

一

、
、
.
.
.
.

(

㎜

)



一

..

.
四

(
961

)

の

と

り

わ

け

、

私

人

間

の

・
力

量

に

お

い

て
対

等

で

な

い

関

係

に

つ

い

て

の

.
つ

の
典

型

的

な

現

象

は
、

基

本

権

保

護

を

社

会

的

権

力

〔か

ら

〕

の

防

御

の

た

め

に

も

行

な

う

(
零

岩
計

け。
=
。
=
)

必

要

性

を

喚

起

す

る

。

つ
ま

り

、

団

体

、

カ

ル

テ

ル

お

よ

び

そ

の

他

の

組

織

さ

れ

た

諸

利

益

団

体

に
対

抗

す

る

個

人

た

る

「
団

体

'=

民

I
(
d
e
r

E
in
z
e
ln
e

　<V
e
1°b
a
n
d
s
b
iir・g
e
1・≫
)

な

い

し

ア

ウ

ト

サ

イ

ダ

ー

が

、

国

家

に

対

す

る

従

属

的

　

　

(S
u
b
o
r
d
in
a
t
io
n
s
v
e
i°h
a
ltn
is
)

と

類

似

し

た

服

従

関

係

　
L
'n
te
r
w
o
r・fe
n
h
e
its
v
e
r
h
a
ltn
is
)

S
中

に

、

と

き

ど

き

現

わ

れ

る

。

社

会

的

優

:r

(L
Tb
e
r
m
a
ch
t
)

C
6

問

題

〕

は

、

雇

傭

者

に
対

す

る

被

傭

者

の
関

係

の

中

に

お

い

て

も

、

同

様

に

は

っ
き

り

と

示

さ

れ

う

る

。

ド

イ

ツ
連

邦

労

働

裁

判

所

は

、

す

で

に

.
九

κ

四

年

に
、

或

る

労

働

法

ヒ

の
争

訟

の
中

で
、

高

権

的

状

況

と

私

権

的

状

況

と

の

比

較

=
'能

性

(
V
e
r
g
le
ich
b
a
i°k
e
it.)

に

も

と

つ

い

て

.
定

の
諸

基

本

権

の
第

...者

効

力

を

肯

認

し

、

詳

述

し

て

い

る

。

〔次

の

ご

と

く

で

あ

る

。
〕

「
…

:
∴

連

の
憲

法

ヒ

の
明

文

の
基

本

権

は

、

国

家

権

力

に
対

し

て

の

み
白

山

権

を
保

障

し

て

い

る
も

の

で

は

な

く

、

む

し

ろ
、

そ

れ

は

、

基

本

権

か

ら

発

し

て
極

め

て
詳

細

に
発

展

し

is
ぎ

N

い

る

(
n
a
h
e
r
zu

e
n
tw
ick
e
h
id
)

分

野

に
お

い

て
、

市

民

の

権

-交

:　　

(R
e
eh
ts
<
P
i・k
e
h
r
)

に

と

っ
て
も

有

し

て

い

る
直

接

的

意

義

を

相

圧

の
間

で
有

し

て

い

る
と

こ

ろ

の
社

会

生

活

の
た

め

の
;
:
　

(G
i・u
n
d
s
a
tz
)

な

の

で
あ

る

。
】
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切

右

に
引
川

し
た
連

邦
労
働

裁
判

所

の
判

決

は
、
第

...者
効

力

の
　
説

(
P
o
s
t
u
la
t
)
を

一
定

の
私
的

な
関
係

の
も

つ
高
権

〔的
関

係

〕

類

似

6

(
h
o
h
e
its
a
h
n
lic
h
)
性
格

の
認
識

に
比

べ
て
よ

り
包
括

的

に
根
拠

づ
け
る

こ
と

を

な
し

う
る

よ
う

な
基
本

権

理
解

に
も
と

つ

い

て

い

る
。

基

本
権

は
、

社

会
生

活

の
た

め

の
本

質

的

な

(Φ
一Φ
ヨ
〇
三

p
ご

形
成

原

理

で
あ

り
、

そ
し

て
、

そ
の
よ

う

な
意
味

で
、
基

本

権

は
、

法

秩

13

全

体

に

お

い

て
、

そ

れ

ゆ

え

特

別

法

の

(s
p
e
z
i9。
=
-e
ch
tl凶筈

)

分

野

に

お

い

て

も

、

と

り

わ

け

私

法

に

お

い

て

も

、

形

成

(G
e
s
ta
ltu
n
g
)

を
必
要

と
す

る

の

で
あ

る
。



m

基
本
権

の
第
...者
効

力

の
原
則

的

承
認

田

学

説

と

憲

法

(D
o
h
tr
in

a
n
d

V
erj
a
s
s
u
n
g
s
re
c
h
t)

ス
イ

ス
の
学
説

に
お

い

て
は
、
著

者

た
ち

の
う
ち

の
常
固

な
多

数

(s
ta
r
k
e
M

e
h≒
h
e
ft
)

が
、

基
本

権

の
水

.平
的
効

力

を
肯

定
し

て
い

る
。

同

時

に
、

基

本
権

は
、

私
人

の
人

格
的

権
利

た
る

も
う

ひ
と

つ
の
機

能

を
有

し

て
い
る

か
も
知

れ

ず
、
ま

た

、

そ

の
不

確
定

性

の
ゆ
え

に
そ
れ

を
私
法

上

の
争

訟
問

題

に
あ

て
は

め
る

の
は
適

当

で
な

い
か
ら
、

私
人

間

の
関
係

に
か
ん
し

て
は
意
味

の
な

い
も

の

で
あ

る
、

と

の

見

解
も

出
さ

れ

て

い
る
。

支
配

的
学

説

は
、

〔
、
九
L

L
年

に
専

門
家

委

員
会

が
出

し

た
〕
連

邦

憲
法

全

面
改

正

の
た

め

の
f

備
草

;　
F

(V
o
r
e
n
t
　v
u
r
f
)

C>̀
=

に
、

"
安
住

の
地
,

(
N
ie
d
e
r
sc
h
la
g
)

を
見
出

し

て

い
る
。
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ま

た
、

近

年

改

正

さ

れ

た

い
く

つ
か

の
邦

憲

法

(
K
a
n
to
n
s
v
e
r
fa
s
s
u
n
g
)

も
、

基

本

権

の
第

..者

効

力

を
、

明

.小
的

に

規
定

し

て

い
る

。

も

っ

と

も

、

そ

う

し

た

規

定

の

射

程

は

限

定

さ

れ

た

も

の

で

あ

っ

て

、

と

い

う

の

は

、

連

邦

民

事

法

(
B
u
n
d
e
s
z
iv
ilr
ec
h
t
)

が

邦

の

憲

法

(V
e
rfa
ss
u
n
gq
s
i°e
ch
t
)

に
優

越

し
、

ま

た

邦

の
疏

法

者

と
裁

判
官

"
-'-6
っ
N

優

　

(v
o
r
r
a
n
g
ig
)

す

る

も

の
と

し

て
顧

慮

さ

れ

る

べ
き

だ

か

ら

で

あ

る
。

が
、

そ

れ

に
も

か

か

わ

ら
ず

、

そ

う

し

た
規

定

は
、

民

法
規

範

の
解

釈

の
際

に
、

基

本

権

観

=_

(G
r・u
n
d
r
ec
h
ts
a
s
需

k
t
)

を

余

り

に
強

く

顧

慮

し
す

ぎ

て

い

る

こ

と

へ
の
刺

激

(Im
p
u
ls
)

と

な

り

え

て
い

る
。

'82

 

す

で

に

、

連

邦

憲

法

は

、

若

.レ

の
基

本

権

に

つ

い

て

、

第

..。者

効

力

を

明

示

的

に

定

式

化

し

N

;

る

(s
t
a
t
u
ie
r
e
n
)
°

(̀
ま

り

、

連

邦

ヨ
ル

ク

・
パ

ウ

ル

・
ミ

ュ
ラ

i

『
ス

イ

ス
基

本

権

原

論

』

(
L

)

1
'
.一
=

(
°

)



.
.
.
.六

(
171

)

憲

法

四
九

条

...項
が

、
親
権

の
所
有

者

は
、

↓
六
歳
未

満

の
子

ど
も

の
宗

教
教

育

に
か

ん
し

て
自
山

に
措

置
す

る

こ
と
が

で
き

、

ま
た
、

の
年
令

〔限
界

)

(A
lte
r
g
re
n
z
e
)
を

過
ぎ

た
後

は
、
r

ど
も

の
良

心

の
臼
山

を
尊
重

し

な
け

れ
ば

な
ら
な

い
旨

、
定

め

て

い
る
。

新

ら
し

く
増

補
さ

れ
た
連

邦

憲
法

四
条

.

.項

は
、
特

別

の
意
味

を
も

つ
も

の
で
あ

る
が
、

そ
れ

は
次

の
よ

う

に
定

め

て

い
る
。

右

「
両
性

は
、
同
権

で
あ

る
。
法
律

は
、
両
性

の
同
等

の
地
位

に

つ
き
、
と
り
わ
け
、
家

族
、
教
育
お
よ
び
労
務

の
分

野
に
お

い
て
、

慮
し
な
け
れ
ば

な
ら
な

い
。
両
性

は
、
同

一
価
値

の
労
働

に
つ
い
て
同

一
の
賃

金
を
請
求
す
る
権
利
を
存
す
る
.」

こ
れ

に
配

　

右

の
規

定

は
、
連

邦

参
嚇

会

の
通

達

(B
o
t
s
c
h
a
f
t
)
が
詳

論

し

て

い
る
と

お
り

、
私

人

間
相

圧

の
関
係

よ
り

も

む
し

ろ
国
家

と

市
民

の

間

の
関

係

に
よ

り
少

な
く

し

か
か

か

わ

っ
て
い
な

い
。

つ
ま

り
、

そ
れ

は
、
.平
等

取
扱

い

(G
le
ich
b
e
h
a
n
d
lu
n
g
)

の
原

則

に
第

...者

効

力

を
付
与

し

て
い
る

の

で
あ

る
。

こ
う

し
た
意

味

に
お

い
て
、
右

規
定

の
第

.

.文

は

そ
れ

が
㍍

法
者

に
向

け

ら
れ

た
も

の

で
あ

る

に

し

て
も

、

裁
判

所

と
行

政
府

に
対

し

て
、

そ
れ

ら

の
機

能

権
限

の
分

野

で
の
両

性

の
平
等

処

遇
を

、
凱

法

者

の
特

別

の
規

範

が
欠

け

て
お
り
、

ま
た

裁
判

分
野

に
お

け

る
欠
欲

が
充

填

さ
れ

う
る
よ

う
な
、

例

の
領
域

の
す

べ
て

に
お

い
て
実
現

さ

せ
る

こ
と

に
助

力

す

る
義

務

を
免

か

れ

て
い
な

い
の
で
あ

る
。

同

一
賃
金

の
原
則

は
、
憲

法
OFF
x

(V
e
r
fa
s
s
u
n
gq
s
t
e
x
t
)

の
文

言

と
位
置

か

ら
し

て
、

個

人
権

で
あ

っ

の

て
裁

判
ヒ

実
現

さ
れ

う

る
請

求

権
を

、
私

法
-=
'の

(
p
r
iv
a
t
r
ec
h
t
lic
h
)

労
働

関
係

に
お

い
て
も
す

で
に
保
障

し

て

い
る

の
で
あ

る
。
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切

連
邦
裁
判
所
の
判
例

連
邦

裁
判
所

も
、
基
本

権

が
場
合

に
よ

っ
て
私
人

間

の
効

力
を
当

然

に
有

す

る

こ
と
を

、
肯
認

し

て
い
る
。
連
邦

裁
判
所

の
判

決

は
、
個

々

の
事

案

に
お

い

て
、

た

し
か

に
動

揺

し

て

い
る
。
連

邦
裁

判
所

は
、

既

に
、

極

め

て
早

い
時
期

に
、

信
教

の
白

由

(R
e
lig
io
n
sf
re
ih
e
it)



お

　

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

が

夫

婦

の

問

に

お

い

て

も

妥

当

す

る

旨

、

判

決

し

て

い

た

。

取

引

お

よ

び

営

業

の

-

由

(H
a
n
d
e
ls
-
a
n
d

G
e
w
e
r
b
ef
re
ih
e
it
)

は

、

連

邦

裁

判

所

は

、

次

の

よ

う

に

述

べ
て

い

る

。

の
領
域
で

「連

邦

憲

法

は

、

取

引

と

営

業

と

S
=

=

(F
r
e
ih
e
it
d
e
s
H
a
n
d
els
a
n
d
d
e
r
G
e
w
e
rb
e
)

を

…

…
保

障

し

て

い

る

(連

邦

憲

法

...

.
条

)。

こ

の
規

定

は

、

直

接

に
は

、

国

家

の
侵

害

に
対

す

る
保

障

だ

け

を
.小
し

て

い

る
。

…

…

し

か

し

な

が

ら

、

そ
れ

は
、

ス
イ

ス
経

済

が
自

山

競

争

に

も

と

つ

く

べ
き

も

の

で
あ

る

こ
と

を

.小
唆

し

N

い

る

(v
e
r
ra
te
n
)
°

…

…

自

山

競

争

が

私
的

な

協

定

(A
b
m
a
c
h
u
n
gq
)

に
よ

っ
て
排

除

さ

れ

る

こ
と

が

あ

っ
て

は

な

ら

な

い

…

…
。

集

団

的

r.　直

(k
o
lle
k
tiv
e
M
a
ss
n
a
h
m
e
)

に
も

と

つ

い

て
、

他

者

の
競

争

へ
の
参

加

を

継

続

的

な

い

し

.
時

的

に

(d
a
u
e
r
n
d

o
d
er
v
o
r
u
b
er
g
eh
e
n
d
)

不

可

能

た

ら

し

め

、

な

い
し

困

難

に

す

る

こ
と

を

は

か

る

者

は

・:
:
・、

こ

の
他

者

の

.
取

引

ゆ

お
よ
び
営
業

の
白
山
を
求
め
る
私
的
権
利
を
侵
害
し

て
い
る

の
で
あ
る
。
」

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

連

邦

裁

判

所

は

、

意

見

表

明

の

白

由

(M

e
in
u
n
g
s
a
u
s
s
e
r
u
n
g
sf
r
eih
e
it)

6
観

点

か

ら

も

、

右

と

同

様

の

議

論

を

し

て

い
る

。

日

く

、

一260一

 

わ
れ
わ
れ
が
、
わ
め
き
立

て
る
こ
と
を
組
織
す
る

こ
と
に
よ

っ
て
公
開

の
講
演

会
を
中
止

の
や
む
な
き

に
致

ら
し
め
た
と
き
、
そ
れ
は
、

仁
催

者

と
講
演
者
、
ま
た
聴
衆

の
意
見

の
白
由

(M
e
in
u
n
g
s
fr
e
ih
e
it
)
を
違
法

に
侵
害
し
た

こ
と

に
な
る
。
ま

た
、

こ
の
基

本
権
は
、
第

一
義

的

に
は
市

民
と
国
家

の
関
係

に
妥

当
す
る
も
の
で
あ

る
に
し

て
も
、
そ
れ

に
は
、
水

平
的
関
係

に
お

い
て
も
効
力
が
認
め
ら
れ
る

の

で
は
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

つ
ま
り
、

こ
の
点

に
か
ん
し

て
、
ま
さ

に
民
ヒ
セ
義
的
意
見

形
成

の
観
点
か
ら
み

て
理
山

の
-　
る

(b
e
re
c
h
t
ig
t
)
利
益

が
存
在
し

て
い
る
の

で
あ

聖
私

法

領

域

で

は

、

連

邦

裁

判

所

の
判

例

は

、

人

格

保

護

(P
e
r
so
n
lich
k
e
it
ss
c
h
u
tz
)

(民

法

〔N
Q
bU
〕

。
.八

条

)

を

具

体

化

す

る

際

に

、

帥

ヨ

ル
ク

・
パ
ウ

ル

:

・・
ユ
ラ

i

『
ス
イ

ス
基

本

権

原

論
』

(
し

)

一

.

..
し

(
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)



一

..

.
八

(
【
'

)

るna連゜ 邦

憲

法

1`

1i

条

か

ら

プ

レ

ス

の

自

由

　

季
奮

ミ
幾.

嘗
h.

fT
`/

へ
と
発

展
さ

せ

ら
れ

て
い
る
原

則

を
引

き
合

い

に
出

す

こ
と

で
安

定
し

て
い

連

邦

カ

ル

テ

ル
委

員

会

(E
id
g
.
K
a
r
te
llk
o
m
m
iss
io
n
)

は

、

タ

ー

ゲ

ス

・
ア

ン

ツ

ァ
イ

ガ

i
紙

(T
a
k
e
s
-A
n
ze
ig
e
i-)

に

対

す

る
白

動

肛

輸

人
業

者

の
広

告

ボ

イ

コ

ッ
ト

に

つ
い

て

の
同

委

員

会

の
報

告

井

の
中

で
、

プ

レ

ス

の
白

由

が

私
的

側
.面

か

ら

も

関

わ

り

を

も

ち

う

る

こ
と

を

、

明

.小

的

に
認

め

て

い
る
。

4

.
私

法

に

お

け

る

基

本

権

の
適

川

状

x

(
A
n
w
e
n
d
u
n
g
s
m

o
d
a
lita
t
)

の

直

接

的

第

...者

効

力

か

間

接

的

第

..

.者

-x

力

か

(d
ir
e
lzte
o
il
e
r
in
d
ir
P
h
te
D
r
it
ti　　ir
h
u
n
g
)

?
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と
り

わ

け
ド

イ

ツ
の
学
説

は
、

い
わ
ゆ

る
直
接

的
第

.、.者

効
力

と
間

接
的

第
。..者

効

力
と

を
.区
別

し

て

い
る
。

直
接

的
第

...者

効
力

の
n

唱

者

は
、
基

本
権

に
、

私
権

行
政

者

の
た

め

の
直

接
的
効

力

を
承

認

し
、

そ

の
こ
と
を
、

基
本

権

は
あ

ら
ゆ

る
法

領
域

に

つ
い
て

「
絶

対
的

な
」
効

力
を

も

つ
と

い
う

こ
と

で
根
拠

づ
け

て
い
る
。

間
接

的
第

...者
効

力

の
髭
.唱
者

は
、
私

法

に
対

し

て
は
基

本
権

の
聞

接
的

な

"放
射

力

,

(
A
u
s
s
tr
a
h
lu
n
g
)
だ

け

を
想

定

し

て

い
る
。

つ
ま

り
、

私

法

の
価

値

充
填
、的

力
能

の
あ

る

(
w
e
r
ta
u
s
fiillu
n
g
s
fa
h
ig
)

概
念

と

条

項

が
、

基
本

権

の
観

点

か

ら
解
釈

さ

れ

る

べ
き

で
あ

っ
て
、

と

り
わ

け
、

。
般

条

項

(G
e
n
e
r・a
lk
la
u
s
e
l)

は
、

「
私

法

に
お
け

る
基

本

権

の
侵

入

場
所

(
E
in
b
r
u
c
h
s
t
e
ll
e
)
　

で
あ

る
。
私

法
規

定

に

つ
い

て
合
憲

的
解

釈

を

す

べ
し
と

す

る
命

令

は
、

こ

の

〔
間
接
的

第

...者

効

力

の
〕
理

論

に
照

ら
せ
ば

、
第

..一者

効
力

の
実

現

の
た
め

の
適

切

な
乎

段

を
提

供
し

て

い
る
も

の
と

い
え
る
。



励

区
別
す
べ
き
必
要
性

i85

 

私

法
領
域

に
お

け
る
基
本

権
適

川

の

.
般
的

形
式

は
、
見

出

し
よ

う
も

な

い
。

第

...者

効
力

は
、

私
法

〔領

域
〕

に
お

け

る
す

べ
て
の
基

本
権

の
、
例

外

の
な

い
均
等

の
適

用

を
意
味

し

う

る
も

の

で
は
な

い
。

む

し
ろ

そ
れ

は
、

と
り

わ

け
次

の
観
点

か
ら
、

必

ず
区

別
さ

れ

な
け

れ
ば

な

ら
な

い
。

す
な
わ

ち
、

副

必

ず

し

も

す

べ

て

の
基

本

権

が

、

同

程
度

に
、

全

法

秩

序

と

、

と

り

わ

け

私

人

相

圧

の
関

係

と

を

共

〔
同

形

〕

成

す

る

(
m
it
g
e
st
a
lt
e
n
)

こ
と

に
適

し

て
い
る

わ
け

で
は
な

い
。

し
た

が

っ
て
、

た
と

え
ば

請
願

権

は
、

水

平
的

関
係

に
お

い

て
は
、

意
見

の
自

由
と

し

て

の
よ

り
亜
要

で
な

い
意

義

を
有

し

て
い

る
。

枷

問

題

に
な

る
私
法

関
係

の
す

べ
て
が
、

必
ず

し
も
、

基
本

権

に
合

わ
せ

て
整
序

さ

れ

る

こ
と

(〉
=
°・
r
ich
t
u
n
gq
)
を

均
等

に
必
要

と

す

る
わ
け

で
は
な

い
。

異

な
る
要

因

は
、
と

り

わ
け
、

具
体
的

法
関

係

が
規
定

す

る
と

こ
ろ

の
社
会

的

な
カ

の
強
さ

(M

a
ch
t
in
te
n
s
it
a
t
)

に
あ

る
。

同
等

の
位
置

"
あ

る

(
g
le
ic
h
g
e
o
r
cln
e
t
)

社
会

的

現
実

に
お

い
て
も

同
等

の
位

置

に
あ

る

人

々

の
法

的

関
係

を

い

か

に
形
造

る

か
が
、

原
則

ヒ
、

そ

の
人

々
の
判
断

に
委
ね

ら

れ

て
い
る

間

は
、

恣

意
禁

=

(W

illk
iir
v
e
r
b
o
t
)
を
貫

徹

す

る

こ
と

の
問
題

は
、

何

が

し
か

、
個

r
-G

(
E
in
z
e
ln
e
)

が

た
と

え
ば

労

働

の
権

利

(A
t°b
e
it
s
r
e
c
h
t
)

や
団
結

i'4

(<
電
b
a
n
d
s
re
c
lrt
)

に
お

い

て

事

実
ヒ

の
社
会

的
優

越

(
U
b
e
r
m
a
ch
t
)
を
多

か
れ
少

な

か
れ
委

ね

ら
れ

て

い
る
よ

う
な
地

点

で
生
じ

る

の

で
あ

み
。

ω

ま

た

、

そ

れ

〔
n
第

...者

効

力

を

も

つ

こ
と
〕

に
ふ

さ

わ

し

い
基

本

権

の
第

...者

効

力

が

私

人

間

の
対

等

の
重

さ

で

は

な

い

(
u
n
g
le
ic
h
g
e
w
ic
h
t
ig
)
法
関

係

に
お

い
て
問
題

と
な

る
場
合

で
も

、

こ

の
第

...者

効
力

が
ど

の
よ

う

に
、
ま

た

ど

の
途

を

た
ど

っ
て
実
現

さ
れ

る

か
を

一
般

的

に
語

る

こ
と

は
許

さ
れ

な

い
。

経
験

が

示

し

て

い
る
と

こ
ろ

に
よ

れ
ば

、

基
本

権

の
_
';　

化

(G
2°u
n
d
r
e
c
h
t
s
k
o
n
-

k
i,e
t
is
ie
r
u
n
gq
)

の
特

定

の
方
式

を

唯

一
の
妥

当

な
も

の
と
し

て
特

徴

づ
け

る

こ
と

は
有

意
義

な

こ
と

で
は

な

い
、
と

い
う

こ
と

で
あ

る
。

次

に
記

す
観

点

が
考

慮

さ
れ

る

べ
き

で
あ
る
。
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(L
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↓
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.
九

(
ユP-1

)



一
四

〇

(
御071

)

第

↓
に
航
法

者

に
委

託

さ
れ

る

の
は
、

私

法
関

係

を
基

本
権

の
意

味

に
即

し

て
形
成

す

る

こ
と

で
あ

る
。

㍍

法
者

が

右

の
課

題

を
遂

行

し

て

い
る
限

り

で
、

第

...者

効
力

は
法

律

の
執

行
と

い
う
方

法

で
実
現

さ
れ

る
わ

け

で
あ

る
。

86

 

国

家

が

他

の

仕

方

で
私

人

間

の

関

係

を

拘

束

的

に
規

律

す

る

場

合

に

は

、

類

似

の

こ
-v

(A
n
a
lo
g
e
s
)

が

、

た

と

え

ば

総

合

労

働

契

約

(G
e
s
a
m
t
a
r
b
e
it
sv
er
t
ra
g
)

を

一
般

的

拘

束

力

あ

る

も

の
と

宣

言

is
る

こ

と

(
A
llg
e
m
ein
v
e
rb
in
d
lich
e
r
k
la
r
u
n
g
)

に

よ

っ
て
行

な

わ

れ

る

。

債

務

法

(O
勾
)

...圧
六

条

a
は
、

官

庁

に
対

し

て
、

連

合

の
自

由

(K
o
a
lit
io
n
s
fr
e
ih
e
it
)

と

の
関

係

に
お

い

て
、

第

...者

効

力

に
顧

慮

B

e
a
c
h
tu
n
g
)
す

る

こ

と
を

明

.小
的

に
義

務

づ

け

ら
れ

て

い

る
。

裁

判
官

は
、
私

法
規

範

の
解

釈

に
あ
た

っ
て
は
、
基

本
権

を
料
酌

(R
iic
k
s
ic
h
t
)
し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。
と

り
わ

け
、

裁
判

官

は
、

一
般

条

項

や
不
確

定

概

念

(
u
n
b
e
s
t
im
m
te
r
R
e
c
h
ts
b
e
g
r
iff
)

に

つ
い
て
、

こ
れ
を
基

本

権
適

合

的

に
解

釈

し
、

そ

し

て
具
体

化

し

な

け
れ

ば
な

ら
な

い

の
で
あ

る

(間
接

的

第
...者

効

力

)。

基

本

権

に
よ

っ
て
要
求

さ

れ

る
価
値

づ
け

が
、

常

に
私
法

の
概
念

と
条

項

に

つ
い
て

の
合
憲

解

釈

に
よ

っ
て
現
実

化

さ
れ

実

現

さ
れ

る
わ

け

で
は
必
ず

し

も

な

い
。

私
法

が
基

本

権
適

合

的

な

(g
r
u
n
d
r
ec
h
t
s
r
e
le
v
a
n
t
)

領
域

を
規

定

し

て

い
な

い
か
、

あ

る

い
は

(真

正

お

よ
び

不
==
:'-

S

(e
c
h
t
a
n
d
u
n
e
c
h
巳

)
欠

訣

を

示
し

て
い

る
場

合

に

は
、
基

本

権

に
直

接

蕨

ち
戻

る

こ
と

(α
貯
Φ
諄
零

即
ρ
o評
-

g
r
iff
a
u
f
d
ie
G
r
u
n
d
r
e
c
h
te
)
が
許

容
さ

れ

て

い
る
か
、

な

い
し
完

全

に
命

八
"
さ
れ

て
い
る

の

で
あ
る
。
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そ

れ

で
、

連

邦

裁

判

所

は

、

た

と

え

ば

既

に
述

べ
た

と

お

り

カ

ル

テ

ル
法

を

実

施

す

る

に

先

疏

っ
N

(v
o
r
E
r
la
s
s
)、

一
個

の
、

私

人

に
適

川

さ

れ

る

d
　
　
'=

(V
e
rb
o
t
)

を

、

取

引

お

よ

び

営

業

の

自

由

と

い

う
憲

法

ヒ

の
基

本

権

か

ら

抽

き

出

し

た

の

で
あ

る

が

、

そ

れ

は

、

他

の
私

人

が
集

団

的

措

置

(
ボ

イ

コ

ッ
ト

な

ど

)

を

と

お

し

て
競

争

に
参

加

す

る

こ
と

を

永

続

的

ま

た

は

.
時

的

に
不

可

能

に
す

る

も

の

で
あ

っ



た

。

し

か

も

、

具

体

的

事

案

に

お

け

る

民

法

(Z
G
B
)

.

.八

条

の
人

格

権

保

障

の

「
充

填

J

(A
u
s
fu
llu
n
g
)

が

、

教

義

的

(α
o

σq
ヨ
四
江
。゚島

)

に
問

題

に
な

る
。

つ
ま

り
、

そ

こ

で

は

「
人

の
関

係

に

お

け

る

侵

害

」

は

、

裁

判

官

に

よ

る
決

定

の
出

発

点

で

は

決

し

て
な

い

の

で

あ

っ
て
、

む

し

ろ

、

基

本

権

の
'

請

(g
r
u
n
d
r
ec
h
tlic
h
e
s
P
o
st
u
la
t
)

S
実

現

6
た

め

の

ー
懸

架

装

置

」

(公
〉
口
hげ
餌
口
㎎
①
で

)

で
あ

る

と

さ

れ

た

の

で
あ

る

。

こ
の
意
味

に
お

い
て
、
基

本
権

の
　
'接

　

(u
n
m
itt
e
lb
a
r
)
第

...者

効
力

は
、

制

定
さ

れ
、

か

つ
詳
細

ま

で
規
定

さ

れ

て

い
る
私
法

に

対

し

て

は
、

補
:";
　

(s
u
b
s
id
a
r
)

で
あ

る
。

直

接
的

(d
ir
e
k
t
)
第

..者
効

力

は
、

憲

法
が

そ

れ
を

明

示
的

に
整

序

し
、

基

本
権

の
命

令

(G
r
u
n
d
r
e
c
h
t
s
g
e
b
o
t
)

が

司
法
判

断

の

対
象

に
な

り
う

る
場
合

に
は
、

結
局

は
妥

当
す

る
。

の

第
三
者
効
力
理
論
と
基
本
権
の
部
分
的
内
容

87
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わ

れ

わ

れ

は
、

冒

頭

で
、

基
本

権

の
部

分

内
容

(T
e
ilg
e
h
a
lt
)
を

...
つ
に
区

別

し
た
。

す
な

わ

ち
、

直

接

に
請

求

権

を
根

拠

づ
け

る

(
d
ir
e
k
t
a
n
s
p
r
u
c
h
s
b
e
g
r
iin
d
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ラ
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。
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。

つ
ま
り

、
第

...者

効

力

の
問

題

は
、

と
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に
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